
5

 

 

図
2
 

一
般

廃
棄

物
の

処
理

状
況

フ
ロ

ー
（

平
成

1
7
年

度
）

 

 (
2
)
生

活
排

水
処

理
の

現
状

 

ア
．

甲
府

市
 

平
成

1
7
年

度
の

生
活

排
水

の
処

理
状

況
及

び
し

尿
及

び
浄

化
槽

汚
泥

の
排

出
は

図
3
の

と
お

り

で
す

。
生

活
排

水
処

理
対

象
人

口
は

、
全

体
で

1
9
9
,
3
6
1
人

で
あ

り
、
水

洗
化

人
口

は
1
8
4
,
0
9
5
人

、

汚
水

衛
生

処
理

率
（

＝
（

下
水

道
＋

農
業

集
落

排
水

施
設

＋
合

併
処

理
浄

化
槽

の
各

人
口

）
／

（
住

基
人

口
＋

外
国

人
人

口
）
）

は
9
2
.
3
％

で
す

。
し

尿
発

生
量

は
1
,
3
0
9
k
L
/
年

、
浄

化
槽

汚
泥

発
生

量

は
、

5
,
6
0
4
k
L
/
年

で
あ

り
、

処
理

・
処

分
量

（
＝

収
集

・
運

搬
量

）
は

6
,
9
1
3
k
L
/
年

で
す

。
 

図
3
 

生
活

排
水

処
理

の
処

理
状

況
フ

ロ
ー

（
平

成
1
7
年

度
）
（

甲
府

市
）

 

6

イ
．

山
梨

市
 

平
成

1
7
年

度
の

生
活

排
水

の
処

理
状

況
及

び
し

尿
及

び
浄

化
槽

汚
泥

の
排

出
は

図
4
の

と
お

り

で
す

。
生

活
排

水
処

理
対

象
人

口
は

、
全

体
で

3
9
,
1
6
7
人

で
あ

り
、

水
洗

化
人

口
は

1
6
,
9
6
3
人

、

汚
水

衛
生

処
理

率
（

＝
（

下
水

道
＋

合
併

処
理

浄
化

槽
の

各
人

口
）
／
（

住
基

人
口

＋
外

国
人

人
口

）
）

は
4
3
.
3
％

で
す

。
し

尿
発

生
量

は
1
,
4
8
7
k
L
/
年

、
浄

化
槽

汚
泥

発
生

量
は

、
9
,
0
5
8
k
L
/
年

で
あ

り
、

処
理

・
処

分
量

（
＝

収
集

・
運

搬
量

）
は

1
0
,
5
4
5
k
L
/
年

で
す

。
 

 

図
4
 

生
活

排
水

処
理

の
処

理
状

況
フ

ロ
ー

（
平

成
1
7
年

度
）
（

山
梨

市
）
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(
3
)
 
一

般
廃

棄
物

等
の

処
理

の
目

標
 

本
計

画
の

計
画

期
間

中
に

お
い

て
は

、
廃

棄
物

の
減

量
化

を
含

め
、

循
環

型
社

会
の

実
現

を
目

指

し
、

表
1
の

と
お

り
目

標
量

を
定

め
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

策
に

取
り

組
み

ま
す

。
平

成
2
4
年

度
の

目

標
達

成
時

の
一

般
廃

棄
物

の
排

出
、

処
理

状
況

は
図

5
の

よ
う

に
な

り
ま

す
。

 

参
考

と
し

て
、

添
付

資
料

2（
P
3
8
～

）
に

指
標

と
人

口
と

の
要

因
に

関
す

る
ト

レ
ン

ド
グ

ラ
フ

を

添
付

し
ま

す
。

 

 

表
1
 

減
量

化
・

再
生

利
用

に
関

す
る

現
状

と
目

標
 

 

図
5
 

目
標

達
成

時
の

一
般

廃
棄

物
の

処
理

状
況

フ
ロ

ー
（

平
成

2
4
年

度
）

 

8

(
4
)
生

活
排

水
処

理
の

目
標

 

ア
．

甲
府

市
 

甲
府

市
は

、
表

2
の

と
お

り
目

標
量

を
定

め
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

策
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

平

成
2
4
年

度
の

目
標

達
成

時
の

生
活

排
水

処
理

状
況

は
図

6
の

と
お

り
で

す
。

 

参
考

と
し

て
添

付
資

料
3
の

図
1（

P
4
3
）
に

指
標

と
人

口
と

の
要

因
に

関
す

る
ト

レ
ン

ド
グ

ラ
フ

を
添

付
し

ま
す

。
 表

2
 

生
活

排
水

処
理

に
関

す
る

現
状

と
目

標
（

甲
府

市
）

 

 

 

図
6
 

生
活

排
水

処
理

の
処

理
状

況
フ

ロ
ー

（
平

成
2
4
年

度
）
（

甲
府

市
）
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イ
．

山
梨

市
 

山
梨

市
は

、
表

3
の

と
お

り
目

標
量

を
定

め
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

策
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

平

成
2
4
年

度
の

目
標

達
成

時
の

生
活

排
水

処
理

状
況

は
図

7
の

と
お

り
で

す
。

 

参
考

と
し

て
添

付
資

料
3
の

図
2（

P
4
4
）
に

指
標

と
人

口
と

の
要

因
に

関
す

る
ト

レ
ン

ド
グ

ラ
フ

を
添

付
し

ま
す

。
 表

3
 

生
活

排
水

処
理

に
関

す
る

現
状

と
目

標
（

山
梨

市
）

 

 

 

図
7
 

生
活

排
水

処
理

の
処

理
状

況
フ

ロ
ー

（
平

成
2
4
年

度
）
（

山
梨

市
）

 

10

３
 

施
策

の
内

容
 

(
1
)
 
発

生
抑

制
・

再
使

用
の

推
進

 

ア
 

有
料

化
及

び
指

定
ご

み
袋

制
度

導
入

の
検

討
 

山
梨

市
の

旧
山

梨
市

に
あ

た
る

地
区

で
は

、
平

成
1
9
年

1
月

よ
り

、
有

料
指

定
ご

み
袋

制
度
（

可

燃
ご

み
袋

（
1
5
円

/
1
枚

/
4
5
L
）
・

不
燃

ご
み

袋
（

1
5
円

/
1
枚

/
3
0
L
）
）

に
よ

る
有

料
化

を
実

施
し

て

い
ま

す
。

 

ま
た

、
甲

州
市

、
山

梨
市

（
旧

牧
丘

町
地

区
、

旧
三

富
村

地
区

）
、

笛
吹

市
の

旧
春

日
居

町
地

区

で
は

、
指

定
ご

み
袋

制
度

に
よ

る
ご

み
の

分
別

促
進

、
減

量
化

を
図

っ
て

い
ま

す
。

甲
府

市
、

笛
吹

市
の

旧
春

日
居

町
地

区
以

外
の

地
域

は
今

の
と

こ
ろ

未
実

施
で

す
が

、
今

後
は

全
地

域
に

お
い

て
、

審
議

会
、

研
究

会
を

活
用

し
な

が
ら

、
有

料
化

も
含

め
、

指
定

ご
み

袋
制

度
の

導
入

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

検
討

に
お

い
て

は
、

排
出

抑
制

効
果

と
費

用
負

担
の

公
平

性
を

重
要

視
し

ま
す

。
 

既
に

有
料

化
を

実
施

し
て

い
る

山
梨

市
に

つ
い

て
は

、
排

出
抑

制
効

果
を

検
証

し
て

い
く

と
共

に
、

市
民

か
ら

多
く

要
望

が
出

さ
れ

て
い

る
「

容
量

の
少

な
い

有
料

指
定

ご
み

袋
」

を
製

作
す

る
等

、
市

民
の

取
組

み
状

況
を

勘
案

し
な

が
ら

、
更

な
る

減
量

化
を

目
指

し
て

い
き

ま
す

。
 

な
お

、
甲

州
市

で
は

、
指

定
ご

み
袋

の
導

入
以

降
、

地
域

の
廃

棄
物

減
量

化
等

推
進

委
員

と
職

員

が
協

働
体

制
を

組
み

、
分

別
の

徹
底

を
図

る
た

め
に

全
て

の
ご

み
収

集
所

で
、

出
勤

前
に

分
別

指
導

を
行

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
地

域
に

根
ざ

し
た

減
量

活
動

を
、

今
後

も
継

続
し

て
い

き
ま

す
。
 

イ
 

環
境

教
育

、
普

及
啓

発
、

助
成

の
推

進
 

①
ご

み
問

題
や

環
境

に
関

す
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
の

作
成

、
出

前
講

座
を

開
催

す
る

こ
と

で
、

小
学

生
や

一
般

住
民

に
対

す
る

環
境

教
育

を
実

施
し

ま
す

。

甲
府

市
で

は
、

平
成

1
6
年

度
よ

り
専

従
職

員
2
名

に
よ

る
「

ご
み

減
ら

し
隊

」
を

編
成

し
、

小
・

中
・

高
・

大
学

生
、

女
性

団
体

、
自

治
会

等
、

広
く

各
層

に
対

し
て

、
「

ご
み

へ
ら

し
ま

専

科
」

と
題

し
た

ご
み

減
量

等
環

境
教

育
に

関
す

る
講

座
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

対
象

者
は

、
開

始

年
度

は
6

2
団

体
、

2
,5

5
3
人

で
し

た
が

、
平

成
1

8
年

度
は

１
月

現
在

で
、

9
8
団

体
、

5
,9

11
人

と
著

し
く

増
加

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
市

民
団

体
等

へ
の

地
球

温
暖

化
等

環
境

問
題

に
関

す
る

説

明
会

や
、
保

育
園

を
対

象
と

し
た

環
境

に
関

す
る

人
形

劇
を

県
立

大
学

の
協

力
を

得
な

が
ら

開
催

し
て

い
ま

す
。

 

笛
吹

市
で

は
、

平
成

1
6
年

度
に

4
校

、
平

成
1

7
年

度
に

6
校

、
平

成
1

8
年

度
に

4
校

の
児

童
・

生
徒

を
対

象
に

、
移

動
環

境
教

室
及

び
環

境
に

や
さ

し
い

学
校

づ
く

り
事

業
を

展
開

し
て

い

ま
す

。
こ

れ
ら

の
活

動
は

、
環

境
に

関
し

て
学

習
す

る
機

会
を

提
供

し
、

次
世

代
を

担
う

子
供

た

ち
の

環
境

の
保

全
へ

の
意

識
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

今
後

は
、

実
施

校
数

及

び
自

治
会

等
実

施
機

会
を

拡
大

し
て

い
く

予
定

で
す

。

山
梨

市
で

は
、

平
成

1
8

年
度

か
ら

出
前

講
座

を
開

設
し

、
ご

み
を

出
さ

な
い

暮
ら

し
方

や
廃

棄
物

処
理

の
現

状
な

ど
に

つ
い

て
、

区
・

自
治

会
、

小
中

学
校

な
ど

の
要

望
に

よ
り

職
員

が
出

向

き
説

明
を

行
な

っ
て

い
ま

す
。

今
年

度
は

、
旧

三
富

村
地

区
全

域
に

リ
サ

イ
ク

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

を
設

置
し

た
た

め
、
延

べ
2

3
回

、
8

0
1
人

を
対

象
に

、
説

明
会

を
兼

ね
た

講
座

を
開

き
ま

し
た

。
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加
え

て
、

総
合

学
習

の
一

環
と

し
て

各
小

学
校

・
中

学
生

を
対

象
に

施
設

見
学

や
ご

み
の

出
し

方

や
リ

サ
イ

ク
ル

に
つ

い
て

講
座

を
行

な
っ

て
い

ま
す

。

甲
州

市
で

は
、

平
成

1
7

年
度

に
、

旧
勝

沼
町

地
区

、
旧

大
和

村
地

区
へ

の
リ

サ
イ

ク
ル

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

設
置

に
合

わ
せ

、
ご

み
減

量
や

分
別

排
出

に
つ

い
て

、
約

7
0

回
の

説
明

会
を

開
催

し

ま
し

た
。
ま

た
、
地

域
の

廃
棄

物
減

量
化

等
推

進
委

員
と

職
員

に
よ

る
各

地
6

5
0
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

で
の

ご
み

排
出

指
導

を
行

っ
て

い
ま

す
。

上
記

以
外

の
活

動
の

他
に

も
、
甲

府
市

、
笛

吹
市

及
び

山
梨

市
で

は
、
キ

ッ
ズ

IS
O

等
の

認
定

制
度

を
設

け
て

お
り

、
今

後
は

甲
州

市
に

つ
い

て
も

導
入

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
ご

み

を
減

量
化

、
分

別
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

住
民

や
事

業
者

に
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

に
、

広
報

等

に
よ

る
啓

発
活

動
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
ご

み
の

減
量

や
環

境
保

全
等

を
目

的
と

し
た

ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
（

N
P

O
等

含
む

）
や

リ
サ

イ
ク

ル
推

進
員

の
活

動
支

援
等

を
行

い
ま

す
。

②
ご

み
の

減
量

化
や

資
源

化
を

総
合

的
に

審
議

し
、

実
施

し
て

い
く

機
関

と
し

て
「

廃
棄

物
減

量
等

推
進

審
議

会
」

が
あ

り
ま

す
。

今
後

も
、

こ
の

審
議

会
を

活
用

し
な

が
ら

、
市

民
・

行
政

・
事

業

者
の

三
者

協
働

に
て

、
ご

み
の

減
量

化
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

③
本

地
域

は
、

4
市

と
も

に
生

ご
み

堆
肥

化
容

器
等

の
購

入
等

に
対

し
て

補
助

を
行

っ
て

お
り

、
排

出
抑

制
効

果
も

十
分

発
揮

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

甲
府

市
は

生
ご

み
発

酵
促

進
剤

の
無

料
配

布

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
笛

吹
市

は
平

成
1

7
年

度
よ

り
「

生
ご

み
減

量
検

討
委

員
会

」
を

設
置

し
、

生
ご

み
を

始
め

と
す

る
一

般
家

庭
よ

り
排

出
さ

れ
る

廃
棄

物
等

の
更

な
る

減
量

の
た

め
の

学
習

会
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

今
後

も
こ

れ
ら

の
施

策
の

普
及

に
努

め
、

家
庭

系
生

ご
み

の
排

出
抑

制

を
更

に
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

④
現

在
、

地
域

内
で

は
、

レ
ジ

袋
の

削
減

や
リ

サ
イ

ク
ル

へ
の

理
解

を
促

す
「

マ
イ

バ
ッ

ク
運

動
」

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

特
に

甲
府

市
や

山
梨

市
で

は
、

マ
イ

バ
ッ

ク
や

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を

配
布

す
る

等
、

具
体

的
活

動
を

展
開

し
て

い
ま

す
。

今
後

は
笛

吹
市

や
、

甲
州

市
に

お
い

て
も

よ

り
具

体
的

な
運

動
を

拡
大

し
、

積
極

的
に

展
開

し
て

い
き

ま
す

。

⑤
本

地
域

で
は

、
再

利
用

品
の

有
効

利
用

や
情

報
提

供
を

目
的

と
し

た
リ

サ
イ

ク
ル

フ
ェ

ア
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

粗
大

ご
み

の
家

具
や

放
置

自
転

車
等

を
修

理
し

、
展

示
を

行
う

こ

と
で

、
家

庭
で

不
用

に
な

っ
た

日
用

品
や

家
具

を
、

必
要

と
し

て
い

る
人

に
販

売
し

て
い

ま
す

。

一
例

と
し

て
、

甲
府

市
で

は
、
「

リ
サ

イ
ク

ル
フ

ェ
ア

」
（

年
1

回
）

及
び

「
な

で
し

こ
フ

ェ
ア

」

（
年

2
回

）
を

開
催

し
、
再

生
自

転
車

、
再

生
家

具
を

市
民

に
廉

価
で

提
供

し
て

い
ま

す
。
ま

た
、

リ
サ

イ
ク

ル
フ

ェ
ア

で
は

、
同

時
に

フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

、
お

も
ち

ゃ
の

交
換

会
の

開
催

も
し

て

い
ま

す
。

今
後

も
本

地
域

で
は

、
不

用
品

と
な

っ
た

も
の

を
有

用
品

へ
変

え
る

再
利

用
の

促
進

を
図

り
ま

す
。

な
お

、
不

用
品

の
情

報
交

換
に

つ
い

て
は

、
不

用
品

活
用

情
報

セ
ン

タ
ー

を
活

用
し

て
い

き

ま
す

。
不

用
品

活
用

情
報

セ
ン

タ
ー

で
は

、
市

民
が

家
庭

で
不

用
と

な
っ

た
物

品
等

、
再

利
用

で

き
る

も
の

を
登

録
す

る
と

、
そ

の
不

用
品

情
報

が
広

報
や

公
民

館
、

福
祉

セ
ン

タ
ー

等
に

掲
示

さ

れ
る

仕
組

み
と

な
っ

て
い

ま
す

。
セ

ン
タ

ー
の

活
用

を
通

じ
て

地
域

内
で

の
物

資
の

効
率

的
利

用

と
市

民
の

資
源

節
約

意
識

の
向

上
が

図
ら

れ
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

ま
す

。
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⑥
各

市
の

現
有

施
設

は
、

小
学

生
、

自
治

会
等

市
民

各
層

の
見

学
を

広
く

受
入

れ
、

ご
み

処
理

の
実

状
と

環
境

問
題

に
つ

い
て

説
明

を
行

い
、

環
境

教
育

に
努

め
て

い
ま

す
。

特
に

甲
府

市
環

境
セ

ン

タ
ー

で
は

、
ご

み
問

題
や

環
境

に
関

す
る

こ
と

を
楽

し
く

学
べ

る
場

と
し

て
環

境
総

合
教

育
施

設

で
あ

る
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
を

整
備

し
、

環
境

に
関

す
る

展
示

コ
ー

ナ
ー

、
環

境
セ

ミ
ナ

ー
室

、

環
境

関
連

図
書

コ
ー

ナ
ー

等
を

設
け

、
市

民
に

環
境

に
関

す
る

情
報

発
信

、
教

育
の

場
の

提
供

を

行
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、
「

な
で

し
こ

工
房

」
と

い
う

コ
ー

ナ
ー

で
は

、
自

転
車

の
修

理
指

導
を

市
民

に
行

う
等

、
再

使
用

に
関

す
る

啓
発

も
行

っ
て

い
ま

す
。

今
後

、
新

た
に

整
備

す
る

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
も

、
環

境
教

育
や

環
境

活
動

の
拠

点
と

し
て

の
機

能
を

重
視

し
、

地
域

全
体

で
の

活
用

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
リ

サ
イ

ク
ル

品
の

修

理
体

験
や

販
売

、
工

場
棟

見
学

等
を

通
し

て
ご

み
減

量
・

リ
サ

イ
ク

ル
の

啓
発

に
努

め
て

い
き

ま

す
。

⑦
観

光
地

に
お

け
る

観
光

客
や

旅
館

、
観

光
施

設
等

に
対

し
、

ご
み

の
持

ち
帰

り
励

行
や

監
視

員
・

指
導

員
の

配
置

等
、

観
光

ご
み

の
発

生
抑

制
を

推
進

し
て

い
き

ま
す

。

ウ
 

容
器

包
装

リ
サ

イ
ク

ル
の

分
別

収
集

の
検

討
 

本
地

域
は

、
缶

、
び

ん
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

、
白

色
ト

レ
イ

、
紙

パ
ッ

ク
、

そ
の

他
の

紙
製

容
器

包

装
、

そ
の

他
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
容

器
包

装
等

を
分

別
収

集
し

て
お

り
、

容
器

包
装

リ
サ

イ
ク

ル
を

推
進

し
て

い
ま

す
。
な

お
、
甲

府
市

の
そ

の
他

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

に
つ

い
て

は
、
現

在
、

分
別

収
集

を
行

っ
て

い
ま

せ
ん

が
、

分
別

収
集

の
実

施
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

 

容
器

包
装

以
外

の
ミ

ッ
ク

ス
ペ

ー
パ

ー
に

つ
い

て
も

資
源

化
を

継
続

し
て

い
き

ま
す

。
ミ

ッ
ク

ス

ペ
ー

パ
ー

は
、
市

に
よ

っ
て

は
、
分

別
収

集
を

開
始

し
て

間
も

な
い

こ
と

か
ら

、
収

集
量

が
少

な
く

、

分
別

普
及

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
回

収
量

の
少

な
い

地
域

に
お

い
て

は
、

職
員

が
戸

別
訪

問
を

行
い

、
市

民
へ

の
周

知
と

理
解

を
求

め
る

と
共

に
、

今
後

は
事

業
所

も
含

め
、

普
及

拡
大

を
目

指
し

ま
す

。
 

ま
た

一
部

地
域

の
分

別
収

集
は

、
依

然
と

し
て

、
旧

市
町

村
で

の
分

別
区

分
が

継
続

さ
れ

て
い

ま

す
。

今
後

は
必

要
に

よ
り

、
新

市
と

し
て

の
統

一
化

を
図

り
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

山
梨

市
の

旧
三

富
村

・
旧

牧
丘

町
地

区
で

は
、

そ
の

他
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
容

器
包

装
、

ミ
ッ

ク
ス

ペ
ー

パ
ー

等
の

分
別

収
集

を
開

始
し

、
旧

山
梨

市
地

区
の

分
別

区
分

で
あ

る
5
種

類
1
6
品

目
に

統
一

し
ま

す
。

ま

た
、

平
成

1
8
年

度
に

は
旧

三
富

村
地

区
に

、
平

成
1
9
年

度
に

は
旧

牧
丘

町
地

区
に

リ
サ

イ
ク

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
を

設
置

す
る

等
、

排
出

形
態

の
統

一
化

も
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

 

 エ
 

廃
樹

木
等

の
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
 

廃
樹

木
の

チ
ッ

プ
化

、
廃

蛍
光

管
・

電
池

の
資

源
化

、
廃

食
油

の
自

主
回

収
、

生
ご

み
の

分
別

収

集
等

、
各

市
に

て
、

様
々

な
品

目
の

リ
サ

イ
ク

ル
を

実
施

し
て

い
ま

す
が

、
品

目
に

よ
っ

て
は

、
一

部
地

域
に

留
ま

っ
て

い
ま

す
。

 

具
体

的
な

取
組

み
と

し
て

、
笛

吹
市

で
は

廃
木

材
の

チ
ッ

プ
化

を
推

進
し

て
い

ま
す

。
笛

吹
市

は
、

全
国

的
に

も
有

名
な

果
樹

地
帯

を
有

し
て

い
る

た
め

、
も

も
、

ぶ
ど

う
等

の
剪

定
枝

が
多

量
に

発
生

- 資2.11.9 -
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し
、

そ
の

処
理

が
大

き
な

問
題

と
な

っ
て

い
ま

し
た

。
そ

の
た

め
平

成
1
8

年
度

か
ら

農
家

を
対

象

に
チ

ッ
パ

ー
の

共
同

購
入

に
対

し
補

助
金
（

補
助

率
1
/
2
、
限

度
額

5
0
万

円
）
を

交
付

し
て

い
ま

す
。

廃
木

材
の

チ
ッ

プ
化

は
、

甲
府

市
、

山
梨

市
で

も
取

り
組

ん
で

お
り

、
民

間
施

設
で

チ
ッ

プ
化

さ
れ

た
木

材
は

、
堆

肥
化

さ
れ

、
果

樹
園

の
堆

肥
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

ま
た

、
廃

食
油

の
B
D
F
化

に
つ

い
て

も
導

入
が

進
ん

で
い

ま
す

。
甲

府
市

で
は

、
現

在
、

廃
食

油

に
つ

い
て

市
民

の
自

主
的

回
収

に
委

ね
て

い
ま

す
が

、
平

成
1
9
年

5
月

よ
り

民
間

企
業

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
と

連
携

し
、

廃
食

油
の

回
収

を
公

共
施

設
9
箇

所
に

お
い

て
拠

点
回

収
を

実
施

す
る

予

定
で

す
。

笛
吹

市
で

は
、

B
D
F
プ

ラ
ン

ト
※
（

1
0
0
L
/
日

）
を

設
置

し
、

市
内

の
学

校
給

食
等

か
ら

排

出
さ

れ
る

廃
食

油
を

B
D
F
に

再
生

、
ご

み
収

集
車

、
市

バ
ス

等
に

使
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、
C
O
2
の

削

減
、

環
境

教
育

の
推

進
に

努
め

て
い

ま
す

。
ま

た
、

山
梨

市
に

お
い

て
も

、
廃

食
油

の
回

収
を

モ
デ

ル
地

区
で

開
始

し
て

い
ま

す
。

 

今
後

は
、

こ
の

よ
う

な
各

市
の

様
々

な
資

源
化

へ
の

取
組

み
を

、
全

地
域

へ
拡

大
を

す
る

こ
と

を

検
討

し
て

い
き

ま
す

。
 

※
B
D
F
プ

ラ
ン

ト
と

は
 

オ
 

直
接

搬
入

ご
み

処
理

手
数

料
の

見
直

し
の

検
討

 

事
業

系
ご

み
を

含
め

た
直

接
搬

入
ご

み
量

の
う

ち
、

特
に

可
燃

ご
み

が
こ

こ
数

年
、

高
い

位
置

で

横
ば

い
傾

向
に

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
減

量
化

の
一

方
策

と
し

て
、

各
市

で
は

平
成

1
6

年
度

か
ら

平
成

1
8

年
度

に
か

け
て

、
直

接
搬

入
ご

み
処

理
手

数
料

の
見

直
し

を
行

い
、

料
金

の
値

上
げ

を
実

施
し

ま
し

た
。

今
後

も
、

事
業

系
ご

み
の

排
出

状
況

を
検

証
し

な
が

ら
、

必
要

に
よ

っ
て

は
、

ご
み

処
理

手
数

料
の

見
直

し
を

検
討

し
、

減
量

化
を

推
進

し
ま

す
。

 カ
 

生
活

雑
排

水
対

策
に

関
す

る
普

及
啓

発
 

家
庭

等
か

ら
排

出
さ

れ
る

汚
濁

負
荷

量
の

削
減

の
た

め
、

次
の

啓
発

活
動

の
強

化
を

図
り

ま
す

。
 

・
広

報
活

動
の

実
施

 

・
廃

油
ポ

ッ
ト

、
水

切
り

袋
、

ふ
き

取
り

紙
等

の
排

出
抑

制
用

品
の

普
及

 

・
無

リ
ン

洗
剤

、
せ

っ
け

ん
の

使
用

 

 

キ
 

浄
化

槽
の

適
正

な
維

持
管

理
の

指
導

 

甲
府

市
で

は
、

平
成

1
7

年
度

か
ら

立
入

年
間

計
画

に
基

づ
き

、
浄

化
槽

の
適

正
な

維
持

管
理

に

つ
い

て
、

立
入

り
検

査
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

 

今
後

も
、

家
庭

等
に

設
置

さ
れ

て
い

る
浄

化
槽

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
、

啓
蒙

及
び

立
入

り
検

査

を
行

い
、

保
守

点
検

・
清

掃
・

法
定

検
査

等
の

維
持

管
理

を
適

正
に

実
施

す
る

よ
う

指
導

し
て

い
き

ま
す

。
 

B
i
o
 D
i
e
s
e
l
 F
u
e
l
(
バ

イ
オ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
)
プ

ラ
ン

ト
の

略
。

廃
食

油
か

ら
軽

油
と

同
等

の
燃

料
を

精
製

す
る

装
置

・
施

設
で

す
。
精

製
さ

れ
た

B
D
F
は

、
デ

ィ
ー

ゼ
ル

エ
ン

ジ
ン

を
有

す
る

車
両

・
船

舶
・

農
耕

機
具

・

発
電

機
等

に
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
化

石
燃

料
の

代
替

燃
料

と
し

て
使

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

球
温

暖
化

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
海

外
依

存
等

、
様

々
な

問
題

の
解

決
策

の
一

つ
と

な
っ

て
い

ま
す

。
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ク
 

単
独

処
理

浄
化

槽
の

合
併

処
理

浄
化

槽
へ

の
転

換
促

進
 

現
在

使
用

さ
れ

て
い

る
単

独
処

理
浄

化
槽

に
対

し
、

汚
濁

負
荷

の
低

減
を

図
る

た
め

、
合

併
処

理

浄
化

槽
へ

の
転

換
を

促
進

し
ま

す
。

従
来

実
施

し
て

き
た

広
報

で
の

周
知

に
加

え
、

立
入

り
検

査
の

際
に

も
転

換
の

指
導

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
 

ケ
 

乾
燥

汚
泥

の
農

地
還

元
の

普
及

促
進

 

甲
府

市
衛

生
セ

ン
タ

ー
か

ら
排

出
さ

れ
る

乾
燥

汚
泥

は
、

普
通

肥
料

と
し

て
農

林
水

産
省

の
登

録

を
受

け
、

過
去

6
年

間
の

平
均

で
は

、
約

6
5
％

が
肥

料
と

し
て

有
効

利
用

さ
れ

て
い

ま
す

。
本

地
域

は
、

多
く

の
果

樹
農

園
を

有
し

て
い

ま
す

が
、

今
後

は
果

樹
農

家
へ

の
働

き
か

け
を

行
い

、
乾

燥
汚

泥
の

農
地

還
元

の
更

な
る

普
及

促
進

に
努

め
て

い
き

ま
す

。
 

(
2
)
 
処

理
体

制
 

ア
 

家
庭

系
ご

み
の

処
理

体
制

の
現

状
と

今
後

 

分
別

区
分

及
び

処
理

方
法

の
現

状
と

今
後

を
表

4
に

示
し

ま
す

。
ま

た
、

区
分

さ
れ

た
廃

棄
物

の

詳
細

内
容

及
び

現
有

施
設

の
概

況
を

添
付

資
料

4（
P
4
5
～

）
に

示
し

ま
す

。
新

施
設

稼
働

開
始

年
度

で
あ

る
平

成
2
7
年

度
に

は
、
4
市

と
し

て
の

統
一

分
別

区
分

を
導

入
す

る
た

め
、
分

別
区

分
の

呼
称

や
品

目
の

枠
組

み
を

多
少

変
更

し
ま

す
。

 

新
施

設
で

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
回

収
推

進
施

設
（

熱
回

収
施

設
）

及
び

マ
テ

リ
ア

ル
リ

サ
イ

ク
ル

推

進
施

設
（

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
）

を
整

備
し

、
地

域
内

で
の

処
理

の
一

元
化

を
図

り
ま

す
。

処
理

の
一

元
化

に
あ

た
っ

て
は

、
行

政
間

で
の

処
理

体
制

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

各
市

の
排

出
・

収
集

方
法

の
見

直
し

の
詳

細
検

討
を

行
い

ま
す

。
施

設
か

ら
発

生
す

る
ス

ラ
グ

、
そ

の
他

の
再

生
資

源
物

に
つ

い
て

は
有

効
利

用
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

 

ま
た

、
処

理
受

入
を

し
な

い
タ

イ
ヤ

、
バ

ッ
テ

リ
ー

等
の

適
正

処
理

困
難

物
に

つ
い

て
は

、
専

門

処
理

業
者

を
市

民
、

事
業

者
へ

情
報

提
供

す
る

等
、

適
正

処
理

に
向

け
た

仲
介

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。
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表4（1） 本地域の家庭ごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

【甲府市】

一次処理二次処理

焼

却

熱

回

収

甲府市環境センター
（焼却工場）

72,841
焼

却

熱

回

収

発電及び余
熱利用

甲府市環境センター
（焼却工場）

（回収金属）売却、
（焼却灰）埋立処理

65,455

不燃ごみ不燃ごみ

粗大ごみ粗大ごみ

ふとん・
ｼﾞｭｰﾀﾝ類

焼

却

熱

回

収

甲府市環境センター
（焼却工場）

燃えるごみ
に含む

ふとん・
ｼﾞｭｰﾀﾝ類

焼

却

熱

回

収

発電及び余
熱利用

甲府市環境センター
（焼却工場）

（焼却灰）埋立処理
燃えるごみ

に含む

紙類紙類

紙パック紙パック

衣類衣類

金物類金物類

びん類びん類

ペットボトルペットボトル

食品用トレイ食品用トレイ

有害再生物有害再生物

9,308
甲府市環境センター
（破砕工場）、民間
施設

9,507

ミックスペーパー

集団回収
資源物8品目と同
様の種類

※資源物のうち金物類（缶類以外のもの）は環境センター破砕工場を経由せず、売却・資源化委

託されている。

燃えるごみ

燃えないごみ

民間施設

資源物リ
サ
イ
ク
ル

選別、圧縮、
保管

（有価物）売却、（有
価物以外の資源物）
民間施設、（資源化不
適物）甲府市環境セ
ンター（破砕工場）破
砕ライン

民間施設 集団回収

燃えないごみ

7,202

9,396
資源物8品目と同
様の種類

甲府市環境センター
（破砕工場）

9,363
選
別

資源物

ミックスペーパー

リ
サ
イ
ク
ル

甲府市環境センター
（破砕工場）、民間
施設

今後（平成24年度）

処理方法
処理実績

（トン）

選
別

破砕選別
甲府市環境センター
（破砕工場）

（金属類）売却、（可
燃性残さ）甲府市環
境センター（焼却工
場）、（不燃性残さ）埋
立処理

8,759

分別区分

処理施設等

分別区分

現状（平成17年度）

燃えるごみ

処理
方法処理施設等

処理実績
（トン）
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表4（2） 本地域の家庭ごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

【笛吹市】

一次処理二次処理

焼
却

熱

回

収

甲府市環境センター
（焼却工場）、東山
梨環境衛生センター
（焼却施設）

19,020
焼
却

熱

回

収

焼却及び余
熱利用

甲府市環境センター
（焼却工場）、東山
梨環境衛生センター
（焼却施設）

（回収金属）売却、
（焼却灰）埋立処理

15,815

可燃性粗大ごみ可燃性粗大ごみ

不燃性粗大ごみ不燃性粗大ごみ

混合性粗大ごみ混合性粗大ごみ

樹木樹木

紙類紙類

衣類・布類衣類・布類

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

空きﾋﾞﾝ空きﾋﾞﾝ

空き缶空き缶

有害ごみ有害ごみ

有料ごみ有料ごみ

可燃ごみ可燃ごみ

粗大ごみ

分別区分
処理実績

（トン）

専
門
処
理

資源物

リ
サ
イ
ク
ル

ミックスペーパー

その他ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器・包装類）

1,170

甲府市環境センター
（破砕工場）、青木が
原ごみ処理組合大
和田清掃センター
（破砕施設）、東山
梨環境衛生センター
（焼却施設）、民間
施設3,815

選
別

現状（平成17年度）

処理
方法処理施設等

今後（平成24年度）

処理実績
（トン）

その他ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器・包装類）

（金属類）売却、（可
燃性残さ）甲府市環
境センター（焼却工
場）及び東山梨環境
衛生センター、（不燃
性残さ）埋立処理

4,352

1,729

ミックスペーパー

分別区分

処理施設等

処理方法

資源物

専門処理民間施設

（有価物）売却、（有
価物以外の資源物）
民間施設、（資源化不
適物）甲府市環境セ
ンター（破砕工場）破
砕ライン及び民間施
設

甲府市環境センター
（破砕工場）、青木が
原ごみ処理組合大
和田清掃センター
（破砕施設）、東山
梨環境衛生センター
（焼却施設）、民間
施設

選別、圧縮、
保管、再資
源化

リ
サ
イ
ク
ル

選
別

破砕選別、
再資源化

粗大ごみ
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表4（3） 本地域の家庭ごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

【山梨市】

一次処理二次処理

焼

却

熱

回

収

山梨市環境センター
（焼却施設）、東山
梨環境衛生センター
（焼却施設）

10,794
焼

却

熱

回

収

焼却及び余
熱利用

山梨市環境センター
（焼却施設）、東山
梨環境衛生センター
（焼却施設）

（焼却灰）埋立処理8,433

カン・金物類カン・金物類

ビン・セトモノ・
ガラス類

ビン・セトモノ・
ガラス類

電池電池

不燃性粗大ごみ不燃性粗大ごみ

廃樹木廃樹木

可燃性粗大ごみ224可燃性粗大ごみ166

紙類紙類

その他の紙その他の紙

カン類カン類

ビン類ビン類

プラスチック類プラスチック類

布類布類

紙類集団回収461

その他の紙

アルミ缶

スチール缶

ビン類

ペットボトル

古着

344

2,293

889656

処理施設等

選
別

破砕選別、
再資源化

山梨市環境センター
（焼却施設）、東山
梨環境衛生センター
（焼却施設）、民間
施設

不燃ごみ

処理実績
（トン）

可燃ごみ

処理方法 分別区分

今後（平成24年度）

持込

選
別

リ
サ
イ
ク
ル

集団回収

（金属類）売却、（不
燃性残さ）埋立処理

山梨市環境センター
（焼却施設）、東山
梨環境衛生センター
（焼却施設）、民間
施設

民間施設

（有価物）売却、（有
価物以外の資源物）
民間施設、（資源化不
適物）民間施設

1,973

現状（平成17年度）

持込

分別区分
処理
方法処理施設等

処理実績
（トン）

資源物
（対象地区：
旧牧丘町地区、
旧三富村地区）

民間施設

資源物
（対象地区：
旧山梨市地区）

可燃ごみ

不燃ごみ

リ
サ
イ
ク
ル

選別、圧縮、
保管、再資
源化

資源物
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表4（4） 本地域の家庭ごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

【甲州市】

一次処理二次処理

可燃ごみ可燃ごみ

可燃性粗大ごみ可燃性粗大ごみ

紙類紙類

ミックス紙ミックス紙

缶類缶類

ビン類ビン類

ペットボトルペットボトル

その他プラスチックその他プラスチック

布類布類

紙類紙類

ミックス紙ミックス紙

缶類缶類

ビン類ビン類

ペットボトルペットボトル

布類布類

新聞新聞

雑誌等雑誌等

段ボール段ボール

牛乳パック牛乳パック
新聞新聞
雑誌等雑誌等
段ボール段ボール
牛乳パック牛乳パック
折込広告等折込広告等

2,287

民間施設

（有価物）売却、（有
価物以外の資源物）
民間施設、（資源化不
適物）民間施設

511

資源物
（対象地区：旧勝
沼町・旧大和村
地区）

資源物
（対象地区：旧勝
沼町・旧大和村
地区）

集団回収
（対象地区：旧塩
山市地区）

集団回収
（対象地区：旧勝
沼町・旧大和村
地区）

リ
サ
イ
ク
ル

民間施設

1,824

517

資源物
（対象地区：旧塩
山市地区）

不燃ごみ
破砕選別、
再資源化

焼
却

熱

回
収

選
別

処理方法

集団回収
（対象地区：旧塩
山市地区）

集団回収
（対象地区：旧勝
沼町・旧大和村
地区）

リ
サ
イ
ク
ル

選別、圧縮、
保管、再資
源化

資源物
（対象地区：旧塩
山市地区）

988

（焼却灰）埋立処理

分別区分

7,633

（金属類）売却、（不
燃性残さ）埋立処理

処理実績
（トン）

処理施設等

焼却及び余
熱利用

燃えるごみ

燃えないごみ

東山梨環境衛生セ
ンター（焼却施設）、
甲府市環境センター
（焼却工場）、民間
施設

民間施設

現状（平成17年度）今後（平成24年度）

分別区分

焼
却

熱

回
収

民間施設

8,545

不燃ごみ

処理
方法

燃えないごみ
選
別

燃えるごみ

不燃性粗大ごみ

1,064

東山梨環境衛生セ
ンター（焼却施設）、
大月・都留広域事務
組合（焼却施設）、
民間施設

不燃性粗大ごみ

処理施設等
処理実績

（トン）
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イ
 

事
業

系
ご

み
の

処
理

体
制

の
現

状
と

今
後

 

本
地

域
の

事
業

系
可

燃
ご

み
は

、
各

市
ご

み
処

理
施

設
及

び
民

間
施

設
に

て
処

理
が

行
わ

れ
て

い

ま
す

。
一

方
、

事
業

系
不

燃
ご

み
・

資
源

ご
み

に
つ

い
て

は
、

各
市

に
よ

っ
て

受
入

範
囲

に
違

い
が

あ
り

ま
す

。
今

後
は

、
平

成
2
7

年
度

の
新

施
設

稼
働

に
合

わ
せ

、
一

括
し

た
処

理
体

制
を

構
築

し

ま
す

。
 

甲
府

市
環

境
セ

ン
タ

ー
の

可
燃

ご
み

ピ
ッ

ト
中

の
組

成
を

例
と

し
て

見
る

と
、

紙
・

衣
類

が
約

4

割
を

占
め

て
お

り
、

こ
の

中
に

は
オ

フ
ィ

ス
ペ

ー
パ

ー
等

の
事

業
系

紙
類

も
多

く
含

ま
れ

る
と

思
わ

れ
ま

す
。

よ
っ

て
、

今
後

は
商

工
会

議
所

を
通

し
た

オ
フ

ィ
ス

ペ
ー

パ
ー

の
リ

サ
イ

ク
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
を

図
り

、
可

燃
ご

み
の

減
量

化
を

推
進

し
ま

す
。

 

一
方

、
生

ご
み

の
組

成
は

約
2
割

を
占

め
て

お
り

、
こ

ち
ら

も
減

量
化

の
余

地
が

あ
り

ま
す

。
本

地
域

は
豊

か
な

観
光

資
源

に
恵

ま
れ

た
地

域
で

あ
り

、
多

く
の

飲
食

店
や

宿
泊

所
が

営
ま

れ
て

い
ま

す
が

、
こ

れ
ら

の
事

業
所

か
ら

排
出

さ
れ

る
生

ご
み

の
一

部
は

、
各

市
の

ご
み

処
理

施
設

等
で

焼
却

処
理

さ
れ

て
い

ま
す

。
今

後
は

事
業

系
生

ご
み

の
減

量
化

を
目

指
し

、
観

光
協

会
等

の
協

力
も

得
な

が
ら

、
飲

食
業

や
宿

泊
所

に
生

ご
み

の
水

切
り

、
食

材
の

有
効

利
用

等
を

啓
発

し
て

い
き

ま
す

。
 

事
業

系
ご

み
全

体
の

減
量

化
に

つ
い

て
は

、
多

量
排

出
事

業
者

を
把

握
し

「
廃

棄
物

減
量

計
画

」

の
策

定
を

指
導

し
て

い
く

と
と

も
に

、
分

別
区

分
、

資
源

化
方

法
等

に
つ

い
て

、
指

導
や

情
報

提
供

を
図

り
ま

す
。

現
状

、
事

業
者

及
び

適
正

な
処

理
を

行
っ

て
い

な
い

事
業

者
に

対
し

て
は

、
市

の
指

導
班

が
立

入
り

検
査

を
行

い
、

処
理

状
況

の
確

認
、

指
導

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
こ

れ
に

従
わ

な
い

場
合

に
は

、
廃

棄
物

の
受

入
れ

を
拒

否
す

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

 

事
業

所
自

体
の

ご
み

減
量

、
ま

た
事

業
者

か
ら

消
費

者
へ

の
ご

み
減

量
化

の
働

き
か

け
を

実
現

す

る
一

つ
の

方
策

と
し

て
は

、
「

甲
府

市
デ

パ
ー

ト
・

大
型

ス
ー

パ
ー

ご
み

減
量

対
策

協
議

会
」

で
の

取
組

み
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
協

議
会

で
は

、
各

種
包

装
の

実
態

に
つ

い
て

の
調

査
研

究
、

情
報

収
集

と
交

換
、

関
係

方
面

へ
の

要
望

活
動

等
が

行
わ

れ
て

お
り

、
こ

の
よ

う
な

事
業

者
・

市
民

・
行

政
の

三
者

協
働

の
取

組
み

を
今

後
も

継
続

し
て

い
き

ま
す

。
 

な
お

、
新

施
設

の
稼

働
年

次
で

あ
る

平
成

2
7

年
度

に
は

、
受

入
範

囲
の

拡
大

に
よ

り
事

業
系

ご

み
処

理
量

は
、

増
加

す
る

と
予

想
さ

れ
ま

す
。

よ
っ

て
、

減
量

化
及

び
分

別
の

徹
底

の
指

導
等

を
な

お
一

層
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

 

ウ
 

一
般

廃
棄

物
処

理
施

設
で

併
せ

て
処

理
す

る
産

業
廃

棄
物

の
現

状
と

今
後

 

現
在

、
一

般
廃

棄
物

処
理

施
設

に
お

い
て

、
一

般
廃

棄
物

と
併

せ
て

産
業

廃
棄

物
の

処
理

は
行

わ

れ
て

い
ま

せ
ん

が
、

今
後

は
状

況
に

応
じ

て
適

宜
対

応
を

検
討

し
ま

す
。

 

エ
 

生
活

排
水

処
理

体
制

の
現

状
と

今
後

 

現
在

、
甲

府
市

か
ら

排
出

さ
れ

る
し

尿
及

び
浄

化
槽

汚
泥

は
、

甲
府

市
衛

生
セ

ン
タ

ー
で

一
元

処

理
を

行
っ

て
い

ま
す

。
甲

府
市

衛
生

セ
ン

タ
ー

か
ら

排
出

さ
れ

る
汚

泥
に

つ
い

て
は

、
乾

燥
さ

せ
、

過
半

数
を

農
地

還
元

し
、

残
り

は
甲

府
市

環
境

セ
ン

タ
ー

焼
却

工
場

に
て

焼
却

処
理

を
行

っ
て

い
ま

す
。

焼
却

灰
に

つ
い

て
は

、
甲

府
市

焼
却

灰
処

分
地

に
て

埋
立

処
分

を
行

っ
て

い
ま

す
。
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一
方

、
山

梨
市

か
ら

排
出

さ
れ

る
し

尿
及

び
浄

化
槽

汚
泥

は
、

山
梨

市
環

境
セ

ン
タ

ー
し

尿
処

理

場
で

一
元

処
理

し
て

い
ま

す
。

山
梨

市
環

境
セ

ン
タ

ー
し

尿
処

理
場

か
ら

排
出

さ
れ

る
汚

泥
は

、
焼

却
処

理
し

て
い

ま
す

。
 

生
活

排
水

の
処

理
に

つ
い

て
は

上
記

の
処

理
体

制
を

引
続

き
行

っ
て

い
く

と
と

も
に

、
下

水
道

や

農
業

集
落

排
水

施
設

が
整

備
さ

れ
て

い
な

い
人

口
散

在
地

域
等

で
合

併
処

理
浄

化
槽

の
整

備
を

進

め
て

い
き

ま
す

。
 

オ
 

今
後

の
処

理
体

制
の

要
点

 

今
後

の
処

理
体

制
に

係
る

要
点

は
、

次
の

と
お

り
で

す
。
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(
3
)
 
処

理
施

設
の

整
備

 

ア
 

廃
棄

物
処

理
施

設
 

上
記

(
2
)
の

処
理

体
制

で
処

理
を

行
う

た
め

、
表

5
の

と
お

り
、

必
要

な
処

理
施

設
の

整
備

を
行

い
ま

す
。

 

表
5
 

整
備

す
る

処
理

施
設

 

(整
備

理
由

)

事
業

番
号

1
 

既
存

施
設

の
老

朽
化

、
処

理
の

集
約

、
有

効
利

用
の

促
進

 

事
業

番
号

2
 

既
存

施
設

の
老

朽
化

、
処

理
の

集
約

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
高

効
率

回
収

、
有

効
利

用
の

促
進

 

イ
 

合
併

処
理

浄
化

槽
の

整
備

 

①
甲

府
市

 

合
併

処
理

浄
化

槽
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

表
6
の

と
お

り
行

い
ま

す
。

 

表
6
 

合
併

処
理

浄
化

槽
へ

の
移

行
計

画
 
（

甲
府

市
）

 

     ②
山

梨
市

 

合
併

処
理

浄
化

槽
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

表
7
の

と
お

り
行

い
ま

す
。

 

表
7
 

合
併

処
理

浄
化

槽
へ

の
移

行
計

画
 
（

山
梨

市
）
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(
4
)
 
施

設
整

備
に

関
す

る
計

画
支

援
事

業
 

(
3
)
の

施
設

整
備

に
先

立
ち

、
表

8
の

と
お

り
計

画
支

援
等

を
行

い
ま

す
。

 

表
8
 

計
画

支
援

事
業

 

 (
5
)
 
廃

棄
物

処
理

施
設

に
お

け
る

長
寿

命
化

計
画

策
定

支
援

事
業

 

表
9
の

と
お

り
計

画
支

援
を

行
い

ま
す

。
 

表
9
 

長
寿

命
化

計
画

策
定

支
援

事
業

 

  
(
6
)
 
そ

の
他

の
施

策
 

そ
の

他
、

地
域

の
循

環
型

社
会

を
形

成
す

る
上

で
、

次
の

施
策

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

 

ア
 

再
生

利
用

品
の

需
要

拡
大

事
業

 

溶
融

処
理

施
設

整
備

後
、

同
施

設
で

発
生

す
る

ス
ラ

グ
に

つ
い

て
は

、
有

効
利

用
を

目
指

し
、

公

共
事

業
を

含
め

て
圏

域
内

外
の

建
築

・
土

木
資

材
等

と
し

て
使

用
す

る
よ

う
、

住
民

及
び

事
業

者
の

理
解

と
協

力
を

求
め

ま
す

。
 

な
お

、
発

生
量

は
概

ね
8
,
5
0
0
ｔ

／
年

と
な

り
ま

す
。

 

イ
 

廃
家

電
の

リ
サ

イ
ク

ル
に

関
す

る
普

及
啓

発
 

各
市

で
は

、
廃

家
電

の
適

正
な

処
理

に
つ

い
て

、
広

報
や

出
前

講
座

に
て

市
民

に
対

し
て

周
知

を

図
っ

て
い

ま
す

が
、

依
然

と
し

て
、

集
積

所
に

排
出

す
る

市
民

も
存

在
し

ま
す

。
そ

の
場

合
に

は
、
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収
集

せ
ず

に
2
週

間
、

適
正

な
排

出
を

促
す

貼
紙

を
し

て
、

持
ち

帰
り

を
促

し
て

い
ま

す
。

 

今
後

も
、

廃
家

電
の

適
正

な
リ

サ
イ

ク
ル

に
向

け
て

、
特

定
家

庭
用

機
器

再
商

品
化

法
に

基
づ

く

適
切

な
回

収
、

再
商

品
化

が
な

さ
れ

る
よ

う
、

関
連

団
体

や
小

売
店

等
と

協
力

し
て

、
普

及
啓

発
を

行
い

ま
す

。
 

ウ
 

不
法

投
棄

対
策

 

甲
府

市
で

は
、

不
法

投
棄

を
防

止
す

る
た

め
、

市
職

員
、

環
境

監
視

員
、

リ
サ

イ
ク

ル
推

進
員

、

中
北

地
域

廃
棄

物
対

策
連

絡
協

議
会

（
県

・
市

町
村

・
警

察
・

廃
棄

物
協

会
で

組
織

）
な

ど
で

パ
ト

ロ
ー

ル
や

監
視

を
行

う
と

と
も

に
、

不
法

投
棄

禁
止

看
板

や
監

視
装

置
（

3
台

）
を

設
置

し
て

い
ま

す
。

市
職

員
は

、
4
名

が
週

3
回

、
ま

た
連

絡
協

議
会

で
は

、
年

5
4
回

、
甲

府
市

の
河

川
、

山
間

部

等
の

民
家

の
少

な
い

地
区

を
中

心
に

パ
ト

ロ
ー

ル
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

笛
吹

市
で

は
、
平

日
の

午
前

8
時

3
0
分

か
ら

正
午

ま
で

の
間

、
青

色
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

カ
ー

2
台

に
よ

る
不

法
投

棄
防

止
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

、
不

法
投

棄
の

防
止

及
び

早
期

発
見

に
よ

る
不

法
投

棄
の

拡
大

の
防

止
に

努
め

て
い

ま
す

。
ま

た
、

平
成

1
9

年
度

に
は

、
不

法
投

棄
防

止
フ

ェ
ン

ス
を

約
1
0
0
ｍ

設
置

し
、

不
法

投
棄

防
止

を
推

進
し

ま
す

。
 

山
梨

市
で

は
、

不
法

投
棄

防
止

パ
ト

ロ
ー

ル
員

（
4

名
）

の
設

置
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
パ

ト

ロ
ー

ル
隊

員
の

増
員

、
擬

似
パ

ト
カ

ー
の

配
備

、
環

境
監

視
委

員
の

委
嘱

等
監

視
体

制
の

整
備

を
図

っ
て

い
ま

す
。
『

不
法

投
棄

を
し

な
い

、
さ

せ
な

い
』

と
い

っ
た

不
法

投
棄

を
許

さ
な

い
社

会
の

確

立
を

目
標

に
、

啓
発

看
板

や
広

報
等

に
よ

り
一

層
の

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
ま

す
。

 

甲
州

市
で

は
、

不
法

投
棄

監
視

委
員

（
7

名
）

を
設

置
し

、
随

時
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

て
い

ま

す
。

ま
た

、
平

成
1
8

年
度

に
不

法
投

棄
フ

ェ
ン

ス
（

7
0
ｍ

）
や

啓
発

看
板

の
設

置
し

、
不

法
投

棄

の
未

然
防

止
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

加
え

て
、

市
民

、
県

、
警

察
、

郵
便

局
員

等
の

協
力

を
得

て
、

不
法

投
棄

防
止

の
た

め
、

情
報

提
供

及
び

早
期

発
見

に
努

め
て

い
ま

す
。

 

本
地

域
で

は
、

今
後

も
上

記
取

組
み

を
一

層
推

進
す

る
と

共
に

、
各

関
係

機
関

が
連

携
を

と
り

な

が
ら

、
不

法
投

棄
防

止
に

努
め

ま
す

。
 

ま
た

、
散

乱
ご

み
に

つ
い

て
は

、
広

報
や

観
光

地
で

の
呼

び
か

け
に

よ
り

意
識

啓
発

に
努

め
る

と

と
も

に
、
Ｐ

Ｔ
Ａ

や
町

内
会

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
、
企

業
等

の
協

力
の

も
と

、
地

域
の

一
斉

清
掃

・

環
境

美
化

に
努

め
ま

す
。

 

 エ
 

災
害

時
の

廃
棄

物
処

理
に

関
す

る
事

項
 

ご
み

処
理

に
関

し
て

は
、

各
市

が
策

定
ま

た
は

策
定

検
討

中
の

「
震

災
廃

棄
物

処
理

計
画

」
の

内

容
を

踏
ま

え
、

災
害

時
に

発
生

す
る

廃
棄

物
を

広
域

的
に

処
理

す
る

協
力

体
制

を
地

域
内

及
び

周
辺

市
町

村
間

で
構

築
し

ま
す

。
 

生
活

排
水

に
関

し
て

も
、

各
市

の
「

震
災

廃
棄

物
処

理
計

画
」

を
踏

ま
え

、
災

害
時

に
発

生
す

る

生
活

排
水

の
処

理
体

制
を

実
施

し
ま

す
。

仮
設

ト
イ

レ
に

つ
い

て
は

、
必

要
数

を
速

や
か

に
避

難
場

所
等

に
設

置
し

ま
す

。
衛

生
保

持
等

、
仮

設
ト

イ
レ

の
日

常
的

な
維

持
管

理
に

つ
い

て
は

、
避

難
住

民
を

中
心

と
し

て
行

い
ま

す
。

排
出

さ
れ

る
し

尿
等

は
、

適
宜

、
甲

府
市

衛
生

セ
ン

タ
ー

、
笛

吹
市
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ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

、
青

木
ヶ

原
衛

生
セ

ン
タ

ー
、

山
梨

市
環

境
セ

ン
タ

ー
し

尿
処

理
場

及
び

甲
州

市
環

境
セ

ン
タ

ー
し

尿
処

理
場

ま
で

運
搬

し
、

処
理

し
ま

す
。

 

ま
た

、
各

市
の

災
害

時
の

仮
置

き
場

を
以

下
の

と
お

り
と

し
ま

す
。

 

 ①
甲

府
市

 

小
曲

圃
場

 
8
8
,
0
0
0
㎡

 

甲
府

市
浄

化
セ

ン
タ

ー
 

3
2
,
7
0
0
㎡

 

小
曲

最
終

処
分

場
 

1
4
,
4
0
0
㎡

 

増
坪

町
最

終
処

分
場

 
1
2
,
8
7
0
㎡

 

甲
府

市
焼

却
灰

処
分

地
 

6
,
6
5
0
㎡

 

 
合

計
 

1
5
4
,
6
2
0
㎡

 

②
笛

吹
市

 

笛
吹

市
清

流
公

園
駐

車
場

  
5
,
1
1
7
㎡

 

③
山

梨
市

 

山
梨

市
環

境
セ

ン
タ

ー
周

辺
 

1
,
5
0
0
㎡

 

④
甲

州
市

甲
州

市
環

境
セ

ン
タ

ー
 

 
1
0
,
5
3
5
㎡

 な
お

、
上

記
で

示
し

た
場

所
以

外
に

も
、

以
下

に
示

す
点

を
考

慮
し

な
が

ら
、

仮
置

き
場

の
十

分
な

確
保

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

 

□
市

が
所

有
す

る
空

地
 

□
交

通
障

害
が

発
生

し
に

く
い

場
所

 

□
一

時
的

に
大

量
に

発
生

す
る

廃
棄

物
へ

対
応

で
き

る
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

を
も

っ
た

場
所

 

  ４
 

計
画

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

と
事

後
評

価
 

(
1
)
 
計

画
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
 

各
市

は
毎

年
、
計

画
の

進
捗

状
況

を
把

握
し

、
結

果
を

公
表

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
は

、

各
市

、
山

梨
県

及
び

国
に

よ
る

協
議

会
を

開
催

し
ま

す
。

結
果

に
対

す
る

意
見

交
換

を
各

関
係

者
間

で
行

い
な

が
ら

、
計

画
の

進
捗

状
況

を
勘

案
し

、
計

画
の

見
直

し
を

行
い

ま
す

。
 

 

(
2
)
 
事

後
評

価
及

び
計

画
の

見
直

し
 

計
画

期
間

終
了

後
、
処

理
状

況
の

把
握

を
行

い
、
そ

の
結

果
を

取
り

ま
と

め
、
計

画
の

事
後

評
価

、

目
標

達
成

状
況

の
評

価
を

行
い

ま
す

。
 

ま
た

、
評

価
の

結
果

を
公

表
す

る
と

と
も

に
、

評
価

結
果

を
次

期
計

画
策

定
に

反
映

さ
せ

ま
す

。
 

な
お

、
計

画
の

進
捗

状
況

や
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

等
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
計

画
を

見
直

し

ま
す

。
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循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表1（平成19年度） 

様式1 

１．地域の概要

2．一般廃棄物の減量化、再生利用の現状と目標

目標

平成9年度平成13年度平成14年度平成15年度平成16年度平成17年度平成18年度

事業系　　総排出量（トン）32,33644,88546,45147,94545,77843,82340,967(-6.5%)

　　　　　　　1事業所あたりの排出量（トン/事業所）1.42.02.22.32.22.12.0(-4.8%)

家庭系　　総排出量（トン）91,57895,58596,56197,56898,12594,90186,907(-8.4%)

　　　　　　　1人あたりの排出量（ｋｇ/人）242244247250251236208(-11.9%)

合計　　　事業系家庭系排出量合計（トン）123,914140,470143,012145,513143,903138,724127,874(-7.8%)

直接資源化量1,9154,5354,7835,1445,3177,1089,406(7.4%)

総資源化量23,08127,16226,74227,81727,19628,44331,811(23.0%)

熱回収量（年間の発電電力量　MWｈ）16,07016,39716,39116,51716,35416,70815,169

91,188106,038107,821109,330107,768102,66390,650(70.9%)

20,20818,92819,35819,48319,75017,87515,891(12.4%)

※添付資料2（P38～）に指標と人口の要因に関するトレンドグラフを添付した。

（割合）
平成17年度比

平成24年度

過去の状況・現状

データ
取りまとめ中

348,437人

再　　生　　利　　用　　量

埋立最終処分量（トン） 最　　終　　処　　分　　量

甲府・峡東地域ごみ処理施設事務組合、
甲府市、笛吹市、山梨市、甲州市

（2）地域内人口

（5）地域の要件 （4）構成市町村等名

（3）地域内面積968.21ｋｍ
2

（1）地域名

排　　　　　出　　　　　量

年度

指標・単位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　

（6）構成市町村に一
部事務組合が含まれ
る場合、当該組合の
状況設立年月日：　平成19年2月1日

　　人口　　面積　　沖縄　　離島　　奄美　　豪雪　　山村　　半島　　過疎　　その他

組合を構成する市町村：　甲府市、笛吹市、山梨市、甲州市

甲府・峡東地域

中間処理による減量化量減量化量（中間処理後の差　トン）

26
 

 
3．一般廃棄物処理施設の現況と更新、廃止、新設の予定

補助の
有無

処理能力
（単位）

開始年月
更新、

廃止予定日
更新廃止

理由
施設竣工
予定年月

処理能力

有360ｔ/24h平成7年9月
廃止

平成26年度
施設老朽化

有100ｔ/5h平成5年6月
廃止

平成26年度
施設老朽化

有35ｔ/8ｈ昭和60年3月未定

有25ｔ/8h平成8年4月未定

有40ｔ/8h平成6年12月未定

有36ｔ/6h昭和50年4月未定

有95,400ｍ
3

昭和61年9月
廃止
未定

埋立容量
満量

無47,900ｍ
3

平成7年9月
廃止
未定

埋立容量
満量

有53,500ｍ
3

平成15年5月
埋立完了

平成20年頃
埋立容量

満量

し尿処理施設有100ｋL/日平成元年4月未定

有45ｋL/日昭和58年1月未定

し尿処理施設有40ｋL/日昭和42年7月未定

し尿処理施設有50ｋL/日昭和42年2月未定

有20ｋL/日平成15年4月未定

約420ｔ/日

約140ｔ/日

※添付資料5の図1、図2（P48～）に施設の状況（現況・予定）を地図上に示したものを添付した。

破砕・選別・圧縮・保管

更新、廃止、新設の内容

備考 型式及び処理方式

リサイクルセンター
甲府・峡東地域ごみ処理
施設事務組合

熱回収施設
甲府・峡東地域ごみ処理
施設事務組合

焼却施設山梨市

甲府市 リサイクルセンター

実　施　主　体

現有施設の内容

平成27年
3月

管理型処分場

破砕・選別・圧縮・
保管

焼却

管理型処分場

焼却施設甲府市

型式及び処理方式

焼却

施　設　種　別

焼却施設甲州市

し尿処理施設山梨市

破砕施設

最終処分場

最終処分場

最終処分場

未定（全連続燃焼方式）

し尿処理施設

嫌気性消化処理方式

焼却施設東山梨環境衛生組合

甲府市

甲府市

青木が原ごみ処理組合

甲府市

甲府市

管理型処分場

焼却

焼却

破砕・選別・圧縮・保
管

標準脱窒素処理方式
（低希釈法）

標準脱窒素処理方式
（低希釈法）

笛吹市
標準脱窒素処理方式
（低希釈法）

甲州市
標準脱窒素処理方式
（低希釈法）

青木ヶ原衛生センター
組合

- 資2.11.16 -
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 4-1．生活排水処理の現状と目標（甲府市）

目標

平成13年度平成14年度平成15年度平成16年度平成17年度平成18年度平成24年度

201,365200,935200,250199,924199,361194,649

汚水衛生処理人口166,825169,002170,828171,404171,415186,107

汚水衛生処理率82.8%84.1%85.3%85.7%85.9%95.6%

汚水衛生処理人口356363354354344351

汚水衛生処理率0.2%0.2%0.2%0.2%0.2%0.2%

汚水衛生処理人口9,79210,09111,17011,73812,3365,581

汚水衛生処理率4.9%5.0%5.6%5.9%6.2%2.9%

汚水衛生未処理人口24,39221,47917,89816,42815,2662,610

※添付資料3の図1（P43）に指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付した。

4-2．生活排水処理の現状と目標（山梨市）

目標

平成13年度平成14年度平成15年度平成16年度平成17年度平成18年度平成24年度

39,87139,71039,44439,54239,16737,226

汚水衛生処理人口7,0537,5738,1919,1019,88114,331

汚水衛生処理率17.7%19.1%20.8%23.0%25.2%38.5%

汚水衛生処理人口5,4706,2546,5776,2717,0825,598

汚水衛生処理率13.7%15.7%16.7%15.9%18.1%15.0%

汚水衛生未処理人口27,34825,88324,67624,17022,20417,297

※添付資料3の図2（P44）に指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付した。

5．浄化槽の整備の状況と更新、廃止、新設の内容

備考

基数処理人口開始年月基数処理人口目標年次

224645平成7年270669平成24年

－－－336804平成28年

1,2263,472平成3年97311平成24年

未処理人口

総人口

下水道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     　年度

指標・単位　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     　年度

合併処理浄化槽

指標・単位　　

過去の状況・現状

農業集落排水施設

山梨市 浄化槽設置整備事業

合併処理浄化槽

未処理人口

浄化槽設置整備事業

施設種別事業主体

浄化槽市町村整備推進事業
甲府市

過去の状況・現状

現有施設の内容（平成17年度）整備予定基数の内容

データ
取りまとめ中

データ
取りまとめ中

総人口

下水道
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循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表２（平成19年度） 

様式2

事業期間は
H22～26年度

1
甲府・峡東地域ご
み処理施設事務
組合

約140ｔ/日H22H26447,378000400,00047,378121,95900080,00041,959

事業期間は
H23～26年度

2
甲府・峡東地域ご
み処理施設事務
組合

約420ｔ/日H23H26471,2670000471,267443,7180000443,718

3甲府市270基H19H23100,37411,85424,75217,16224,17422,432100,37411,85424,75217,16224,17422,432

4甲府市336基H23H2738,915000038,91538,915000038,915
事業期間は

H23～27年度

5山梨市97基H19H2340,3087,0688,3108,3108,3108,31040,3087,0688,3108,3108,3108,310

H19H2123,22612,3899,2871,5500014,8578,5005,58277500

H19H22175,07844,71653,66572,2874,4100122,69822,59143,66552,0324,4100

H19H21121,94665,04848,7578,1410078,01144,63029,3104,07100

H19H22265,51655,15293,666112,2884,4100193,13833,02973,66682,0334,4100

41山梨市45kL/日H22H2310,0000004,0006,00010,0000004,0006,000

浄化槽市町村整備推進事業

山梨市環境センター（し尿処理
場）に係る長寿命化計画策定支
援事業

熱回収施設

リサイクルセンター整備

浄化槽設置整備

浄化槽設置整備

甲府・峡東地域ご
み処理施設事務
組合

甲府・峡東地域ご
み処理施設事務
組合

マテリアルリサイクル推進施設に
係る環境影響評価

エネルギー回収推進施設に係
る環境影響評価

マテリアルリサイクル推進施設に
係る施設基本計画、発注仕様
書等の作成

31

32
エネルギー回収推進施設に係
る施設基本計画、発注仕様書
等の作成

- 資2.11.17 -
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地
域

の
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環
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会
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た
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（
今

後
行

う
施

策
）
 

 

様
式

3

30

【
参

考
資

料
様

式
1
】
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参
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】

 

 

 

32

【
参

考
資

料
様

式
5
】
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36

【
参

考
資

料
様

式
6
】

 

 

- 資2.11.21 -



37

添
付

資
料

１
 

図
1
 

関
係

施
設

の
位

置
図

（
ご

み
処

理
）

 

 

 

図
2
 

関
係

施
設

の
位

置
図

（
生

活
排

水
処

理
）

 

38

添
付

資
料

2
  

図
1
 

【
甲

府
・
峡

東
地

域
】
指

標
と

人
口

と
の

要
因

に
関

す
る

ト
レ

ン
ド

グ
ラ

フ
（
ご

み
処

理
）
 

- 資2.11.22 -



39

 

図
2
 

【
甲

府
市

】
指

標
と

人
口

と
の

要
因

に
関

す
る

ト
レ

ン
ド

グ
ラ

フ
（
ご

み
処

理
）
 

40

 

図
3
 

【
笛

吹
市

】
指

標
と

人
口

と
の

要
因

に
関

す
る

ト
レ

ン
ド

グ
ラ

フ
（
ご

み
処

理
）

- 資2.11.23 -



41

図
4
 

【
山

梨
市

】
指

標
と

人
口

と
の

要
因

に
関

す
る

ト
レ

ン
ド

グ
ラ

フ
（
ご

み
処

理
）

42

図
5
 

【
甲

州
市

】
指

標
と

人
口

と
の

要
因

に
関

す
る

ト
レ

ン
ド

グ
ラ

フ
（
ご

み
処

理
）
 

- 資2.11.24 -



43

添
付

資
料

3
 

図
1
 

【
甲

府
市

】
指

標
と

人
口

と
の

要
因

に
関

す
る

ト
レ

ン
ド

グ
ラ

フ
（
生

活
排

水
処

理
）
 

44

図
2
 

【
山

梨
市

】
指

標
と

人
口

と
の

要
因

に
関

す
る

ト
レ

ン
ド

グ
ラ

フ
（
生

活
排

水
処

理
）
 

- 資2.11.25 -



45

添
付

資
料

4
 

表
1
（
1
）
 

本
地

域
の

家
庭

ご
み

の
詳

細
分

別
区

分
の

現
状

と
今

後
 

46

表
1
（

2
）

 
本

地
域

の
家

庭
ご

み
の

詳
細

分
別

区
分

の
現

状
と

今
後

 

 

- 資2.11.26 -



47

表
2
 

ご
み

処
理

施
設

の
概

要
 

 

表
3
 

し
尿

処
理

施
設

の
概

要
 

 

48
 

添付資料5 

現況：平成18年度予定：平成24年度

甲府市

山梨市

笛吹市

北杜市

甲斐市

昭和町

中央市

身延町

市川三郷町

富士河口湖町

甲州市

大月市

都留市

西桂町

甲府市

山梨市

笛吹市

北杜市

甲斐市

昭和町

中央市

身延町

市川三郷町

富士河口湖町

甲州市

大月市

都留市

西桂町

●

甲府市環境センター

●

●

甲府市一般廃棄物
最終処分場【埋立完了】

甲府市増坪町一般廃棄物
最終処分場【埋立完了】

●
甲府市焼却灰処分地

●

東山梨環境衛生センター

青木が原ごみ処理組合大和田
清掃センター

●

甲府市環境センター

●

●●
甲府市焼却灰処分地【埋立完了予定】

●

東山梨環境衛生センター

青木が原ごみ処理組合大和田
清掃センター

甲府市増坪町一般廃棄物
最終処分場【埋立完了】

甲府市一般廃棄物
最終処分場【埋立完了】

山梨市環境センター
ごみ焼却場

●●

●●

甲州市環境センター甲州市環境センター

山梨市環境センター
ごみ焼却場

●●

図1 計画地域内の施設の現況と予定（ごみ処理） 
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現況：平成18年度予定：平成24年度

甲府市

山梨市

笛吹市

北杜市

甲斐市

昭和町

中央市

身延町

市川三郷町

富士河口湖町

甲州市

大月市

都留市

西桂町

●

甲府市衛生センター

山梨市環境センター
し尿処理場

●

甲府市

山梨市

笛吹市

北杜市

甲斐市

昭和町

中央市

身延町

市川三郷町

富士河口湖町

甲州市

大月市

都留市

西桂町

●

甲府市衛生センター

山梨市環境センター
し尿処理場

●

●
青木ヶ原衛生センター

●
青木ヶ原衛生センター

●笛吹市クリーンセンター●笛吹市クリーンセンター

●

甲州市衛生センターし尿処理場

●

甲州市衛生センターし尿処理場

 

図2 計画地域内の施設の現況と予定（生活排水処理） 
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【甲府市北部地域】

設置基数（単位：基）

H19H20H21H22H23計H24H25H26H27H28計

5人槽202035353210112132

6～7人槽2020494950148168

8～10人槽341199

11～15人槽3255

16～20人槽11133

21～25人槽111

26～30人槽111255

31～40人槽1233

41～50人槽333

51～60人槽

61～70人槽1233

71～80人槽1122

81～100人槽222

404092938625296336

整備事業費（単位：千円）

H19H20H21H22H23小　計事務費計H24H25H26H27H28小　計事務費計

5人槽16,74016,74058517,32529,29529,29526,7848,37093,7443,28297,026114,351

6～7人槽20,86020,86073021,59051,10751,10752,150154,3645,403159,767181,357

8～10人槽4,1255,5001,3751,37512,37543312,80812,808

11～15人槽6,1174,07810,19535610,55110,551

16～20人槽2,7862,7862,7868,3582928,6508,650

21～25人槽3,3323,3321163,4483,448

26～30人槽4,0664,0664,0668,13220,33071121,04121,041

31～40人槽4,5219,04213,56347414,03714,037

41～50人槽17,21117,21160217,81317,813

51～60人槽

61～70人槽10,23320,46630,6991,07531,77431,774

71～80人槽10,66710,66721,33474622,08022,080

81～100人槽23,80023,80083424,63424,634

37,60037,6001,31538,91597,496107,06599,563105,181409,30514,324423,629

1,3151,3153,4123,7473,4843,68114,324

38,91538,915100,908110,812103,047108,862423,629462,544

基準額

市町村設置（千円/基）（千円/基）事務費

通常型通常型3.5％

5人槽83751～60人槽9,667

6～7人槽1,04361～70人槽10,233

8～10人槽1,37571～80人槽10,667

11～15人槽2,03981～100人槽11,900

16～20人槽2,786

21～25人槽3,332

26～30人槽4,066

31～40人槽4,521

41～50人槽5,737

人槽区分

小　　計

合計

人槽区分

地域計画第１次（今回計画）第２次

地域計画

人槽区分

事務費

合　計
第１次（今回計画）第２次

人槽区分

合　　計

小　　計

添付資料6 

表１ 浄化槽市町村整備推進事業計画（甲府市） 
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表２ 浄化槽市町村整備推進事業の対象地域（甲府市）

整備地域（単位：基）

千代田地区

平瀬町竹日向町高成町川窪町草唐沢町御岳町猪狩町高町黒平町計上帯那町下帯那町計

5人槽30561143414889132

6～7人槽541563271504797168

8～10人槽211153149

11～15人槽11445

16～20人槽2133

21～25人槽111

26～30人槽222135

31～40人槽22113

41～50人槽333

51～60人槽

61～70人槽22113

71～80人槽1122

81～100人槽1122

893111317413797102199336

【整備対象地域とする根拠】

能泉地区宮本地区

国立公園区域外
※2）

秩父多摩甲斐国立公園区域内
※1）

※2）秩父多摩甲斐国立公園区域外の地域については、「浄化槽市町村整備推進事業実施要綱」の第３の（1）のアの（コ）に規定する浄化槽による汚水処理が経済的・
　　効率的である地域に該当。（事業対象地域が集合処理と比較して経済的・効率的であることを比較した資料を添付資料６　表３に添付している。）

※1）秩父多摩甲斐国立公園区域内の地域については、「浄化槽市町村整備推進事業実施要綱」の第３の（1）のアの（ク）に規定する自然公園地域に該当。

整備地域

人槽区分

小　　計

合　計 千代田地区
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、
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）
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表
４
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